
「障害福祉施策をめぐる最近の動向とこれから」

２０１６．６．５．沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」

障害のある人と援助者でつくる日本グル―プホーム学会
だいひょう みつますまさひさ

代表 光増昌久

しょうがいふくしせさく さいきん どうこう

４月１日 障害者差別解消法施行、 障害者雇用促進法改正施行

５月 衆議院で 障害者総合支援法（仮称）等の一部改正案審議

６月 国連 障害者権利条約委員にロバート・マーティン立候補

しょうがいしゃさべつかいしょうほうせこう しょうがしゃこようそくしんほうかいせいせこう

しゅうぎいん しょうがいしゃそうごうしえんほう いちぶかいせいあんしんぎ

こくれん りっこうほしょうがいしゃけんりじょうやくいいん

成立
せいりつ



2016（平成16）年4月1日から

障害者差別解消法が
しょうがいしゃ さべつ かいしょうほう

せ こう

施行されました！

内閣府のポスターです。
ないかくふ











各地で起こっている反対運動

差別解消法で反対運動はなくなるか！

かくち お はんたいうんどう

さべつかいしょうほう はんたいうんどう



ケアホーム建設に反対運動 愛媛新聞社 2010.12.8.

障害者施設建設計画で

町内会が反対運動

松山

しょうがいしゃしせつけんせつけいかく

ちょうないかい はんたいうんどう

まつやま



施設コンフリクト 川崎市のグループホーム

http://mainichi.jp/graph/2015/01/01/20150101ddm041040040000c/001.html
http://mainichi.jp/graph/2015/01/01/20150101ddm041040040000c/001.html
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グループホームの反対運動（はんたいうんどう）で

東京都文京区
（とうきょうと ぶんきょうく）

NHK首都圏ネットワークの
ホームぺージより

10

どこにすむのも自由（じゆう）なのに！



11

へんけんと ごかいではんたいされる

11



12

地域の住民説明会

を何回も実施し

現在は通所施設と

３階にグループホーム

ちいき じゅうみんせつめいかい

じっし

げんざい つうしょしせつ

なんかい



春日通りに面したビルの中

13



グーグルマップより引用

高松市での反対運動
たかまつし はんたいうんどう



グーグルマップより引用



地域の理解ないまま開所も

グーグルマップより引用

ち いき り かい
い

かいしょ



障害者差別解消法（しょうがいしゃさべつかいしょうほう）では

附帯決議で
全国各地で起こっているグループホーム等の開設、建設反対運動に関しては、

• 「国及び地方公共団体において、グループホームやケアホーム等を含む、障害
者関連施設の認可等に際して周辺住民の同意を求めないことを徹底するととも
に、住民の理解を得るために積極的な啓発活動を行うこと。」

「障害を理由とする差別に解消の推進に関する法律案」（骨子案）

Ｐ４．６．差別解消のための支援措置
（２）啓発活動

•障害者支援施設（グループホーム、ケアホーム等を含む。）の立地を
めぐる反対運動等のケースを踏まえ、行政において障害者支援施
設の認可に際して住民の同意を求めないことや、行政が住民に対し
て啓発を行う。

17



障害者差別解消法

障害者差別解消法（しょうがいしゃさべつかいしょうほう）では、

「不当（ふとう）な差別的（さべつてき）取（と）り扱（あつか）い」と

「合理的配慮（ごうりてきはいりょ）をしないこと」が、

差別（さべつ）になります。

しょうがいしゃさべつかいしょうほう

18



http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/

合理的配慮等具体例データ集について
障害者差別解消法は、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合
いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的として、平成28年4月に施
行されます。このページでは、合理的配慮等の具体的な事例をご紹介します。

合理的配慮は、障害の特性や社会的障壁の除去が求められる具体的場面や状況に応じて異なり、多様かつ個別
性の高いものです。建設的対話による相互理解を通じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応がなされるもので
あり、本データ集に事例として掲載されていることを以て、当該事例を合理的配慮として提供しないことがただちに法
に違反するもの（提供を義務付けるもの）ではない点にご留意ください。

御利用にあたって
参考事例集は、合理的配慮や不当な差別的取扱いの具体例だけではなく、いわゆる事前的改善措置・環境整備に
あたる内容も含んでいます。

本データ集には、内閣府の管理下にない外部のウェブサイトへのリンクが多く含まれます。外部のウェブサイトの操
作方法・不具合等は各ウェブサイトの管理者にご確認ください。

内閣府共生社会
ホームぺ―ジ



生活の場面から探す

障害の種別から探す

全 般 視 覚 障 害 聴 覚 障 害

盲 ろ う 肢 体 不 自 由 知 的 障 害

精 神 障 害 発 達 障 害 難 病 等

行政機関 教育 雇用・就業 公共交通

医療・福祉 サービス
（買物、飲食店など）

災害時



障害者雇用促進法も改正され

２０１６年４月から施行されています。

しょうがいしゃ こよう そくしんほう かいせい

せ こう
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地域生活（ちいきせいかつ）を支援（しえん）する新（あら）たなサービ
ス（自立生活援助ーじりつせいかつえんじょ）の創設（そうせつ）

○障害者が安心して地域で生活することができるよう、グループホーム等
地域生活を支援する仕組みの見直しが求められているが、集団生活では
なく賃貸住宅等における一人暮らしを希望する障害者の中には、知的障害
や精神障害により理解力や生活力等が十分ではないために一人暮らしを
選択できない者がいる。

○このため、障害者支援施設やグループホーム等から一人暮らしへの移
行を希望する知的障害者や精神障害者などについて、本人の意思を尊重
した地域生活を支援するため、一定の期間にわたり、定期的な巡回訪問や
随時の対応により、障害者の理解力、生活力等を補う観点から、適時のタ
イミングで適切な支援を行うサービスを新たに創設する（「自立生活援助」）。



○ 障害者支援施設（しゅがいしゃしえんしせつ）やグループホーム等（など）を利用（りよう）
し ていた障害者（しょうがいしゃ）で一人暮（ひとりくら）しを希望（きぼう）する者等（ものなど）

○ 定期的（ていきてき）に利用者（りようしゃ）の居宅（きょしつ）を訪問（ほうもん）し、
・食事（しょくじ）、洗濯（せんたく）、掃除（そうじ）などに課題（かだい）はないか
・公共料金（こうきょうりょうきん）や家賃（やちん）に滞納（たいのう）はないか
・体調（たいちょう）に変化（へんか）はないか、通院（つういん）しているか
・地域住民（ちいきじゅうみん）との関係（かんけい）は良好（りょうこう）かなどについ
て確認（かくにん）を行（おこな）い、必要（ひつよう）な助言（じょげん）や医療機関等
（いりょうきかんなど）との連絡調整（れんらくちょうせい）を行（おこな）う。
○ 定期的（ていきてき）な訪問（ほうもん）だけではなく、利用者（りようしゃ）からの相
談（そうだん）・要請（ようせい）があった際（さい）は、訪問（ほうもん）、電話（でんわ）、
メール等（など）による随時（ずいじ）の対応（たいおう）も行（おこな）う。

対象者（たいしょうしゃ）

支援内容（しえんないよう）



（地域生活を支援するサービス等）
○ グループホームから一人暮らしへの移行を希望する知的障害者や精神障害者
などについて、本人の意思を尊重した地域生活を支援するため、障害者の一人暮
らしを支える仕組みを構築し、安心して一人暮らしへの移行ができるよう、障害者
の日常生活を適切に支援できる者による定期的な巡回訪問や随時の対応により、
障害者の理解力、生活力等を補う観点から、適時のタイミングで適切な支援を行う
サービスを新たに位置付けるべきである。その際、当該サービスの内容を踏まえ
つつ、他のサービスの利用の在り方についても整理を行うべきである。
あわせて、障害者の地域移行の受け皿となるグループホームについて、重度障
害者に対応することができる体制を備えた支援等を提供するサービスを位置付け、
適切に評価を行うべきである。また、障害者の状態とニーズを踏まえて必要な者に
サービスが行き渡るよう、利用対象者を見直すべきであり、その際には、現に入居
している者に配慮するとともに、障害者の地域移行を進める上でグループホーム
が果たしてきた役割や障害者の状態・ニーズ・障害特性等を踏まえつつ詳細につ
いて検討する必要がある。

30

論議過程から 障害者部会



非該当（ひがいとう）、区分（くぶん）１の
入居者（にゅきょしゃ）の課題（かだい）

※非該当（ひがいとう）の問題（もんだい）

①障害福祉（しょうがいふくし）サービスの申請時（しんせいじ）に介護（か
いご）を希望（きぼう）すると答（こた）えた場合（ばあい）でも、障害支援
区分（しょうがいしえんくぶん）の認定手続（にんておてつづ）きの判断基
準（はんだんきじゅん）により、認定（にんてい）されるかどうかの判断（は
んだん）がされることになっています。しかし、身体介護（しんたいかい
ご）が必要（ひつよう）ないと本人（ほんにん）が答（こた）えると障害支援
区分（しょうがいしえんくぶん）の認定手続（にんていてつづ）きが実施（じっ
し）されず、非該当（ひがいとう）になる場合（ばあい）があります。身体
介護以外（しんたいかいごいがい）の介護（かいご）、支援（しえん）が必要
（ひつよう）な場合（ばあい）は、サービス等利用計画作成（とうりようけい
かくっさくせい）で確認（かくにん）する必要（ひつよう）があります。 31



障害支援区分（しょうがいしえんくぶん）の認定手続（にんていてつづ）き

認定手続きが必要な者 認定手続きが不要な者

指定共同生活援
助（介護サービス
包括型）事業所

入浴、排せつ又は食事等
の介護の提供を受けるこ

とを希望する障害者

入浴、排せつ又は食事等の介護
の提供を受けることを希望しない
障害者であって、申請者本人の意
向や障害の種類及び程度その他
の心身の状況等を勘案して、障害
支援区分の認定手続は不要であ
ると判断された障害者

外部サービス利用
型指定共同生活
援助事業所

日常生活上の援助など基
本サービスに加えて、受
託居宅介護サービスの提
供を受けることを希望する
障害者

日常生活上の援助など基本サー
ビスのみを受ける障害者（受託居
宅介護サービスの提供を受けるこ
とを希望しない障害者）であって、
申請者本人の意向や障害の種類
及び程度その他の心身の状況等
を勘案して、障害支援区分の認定
手続は不要であると判断された障
害者

窓
口
で
不
利
益
を
受
け
て
い
る
人
は
い
な
い
か
！

32



参議院の附帯決議では

三、自立生活援助（じりつせいかつえんじょ）については、親元
等（おやもとなど）からの一人暮（ひとりく）らしを含（ふく）む、一人
暮（ひとりく）らしを希望（きぼう）する障害者（しょうがいしゃ）が個
別（こべつ）の必要性（ひつようせい）に応（おう）じて利用（りよう）
できるようにするとともに、関係機関（かんけいきかん）との緊密
（きんみつ）な連携（れんけい）の下（もと）、他（ほか）の支援策（し
えんさく）とのつながりなど個々（ここ）の障害者（しょうがいしゃ）
の特性（とくせい）に応（おう）じた適時適切（てきじてきせつ）な支
援（しえん）が行（おこな）われるような仕組（しくみ）とすること。ま
た、既（すで）に一人暮（ひとりく）らしをしている障害者（しょうが
いしゃ）も対象（たいしょう）にすることを検討（けんとう）すること。

さんぎいん ふたいけつぎ



自立生活援助ー課題は？
• 対象者（たいしょうしゃ）は グル―プホーム、施設入所（しせつにゅうしょ）、精
神科病院（せいしんかびょういん）などだけでなく、在宅（ざいたく）の一人暮（ひ
とりく）らし、家庭（かてい）から一人暮（ひとりく）らしをする人（ひと）にも対象者
（たいしょうしゃ）を広（ひろ）げるように

• すでにグル―プホームで生活（せいかつ）している入居者（にゅきょしゃ）には、
自己決定（じこけってい）を尊重（そんちょう）し一人暮（ひとりく）らしへの支援
（しえん）を！

• 自立生活援助（じりつせいかつえんじょ）は新（あら）たな事業（じぎょう）となる。
自立生活援助（せいかつえんじょ）を利用（りよう）する事（こと）で既存（きぞ
ん）の在宅（ざいたく）サービスも併用（へいよう）して使（つか）えるように！

• 新たに（平成30年4月以降）グル―プホームを利用する場合、障害支援区
分（非該当、区分１）で利用ができなくする事は避けるべき！グル―プホー
ムの利用は、入居希望者の置かれている環境等を考慮して区分で利用
を排除することのないように！

じりつ せいかつえんじょ かだい



35

アドホック委員会（いいんかい）（国連－こくれん）でのロバートマーティン（中央）
知的障害（ちてきしょうがい）のある当事者（とうじしゃ）の発言（はつげん）が
注目（ちゅうもく）された。！

支援者
会長

35



ロバートマーティン２０１６年障害者権利条約委員会（しょうがいしゃけ
んりじょうやくいいんかい）に立候補（りっこうほ） ２０１７年～２０２０年
R0bert Martin to run for the CRPD committee in 2016

36



1998年 ＩＩ世界大会準備会 オランダ
1999年8月 育成会全国大会 ホテルロイトン他で講演

1999年8月 本人大会交流会は知事公館で
2002年 ＩＩ世界大会 メルボルン



２００３アジア会議に招待講演者として参加 つくば市 本人分科会で土本さんと ２００４．９．ピプルファーストジャパン結成大会で来日

国
連
ア
ド
ホ
ッ
ク
委
員
会
で
（（権
利
条
約
）





40

第１回障がい者制度改革推進会議に構成員として参加した
PF北海道の土本秋夫さん。２０１０．１．１３．
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42

イエロースタンド
がおかれた。

内閣府 障害者政策委員会小委員会（１１．１２．）

総合福祉部会で奈良崎さんのデスク
そうごうふくしぶかい ならざき

ないかくふ しょうがいしゃせいさくいいんかいしょぷいいんかい



札幌みんなの会での使用例

べんきょうかい ピアカウンセリング
43



札幌みんなの会 ピアカウンセリング勉強会

三色カードの使う事の意義も含めて、ピカカウンセリングを勉強する。
44



アクセシブルカードを国際会議で

45

こくさいかいぎ



24
回

人
権
セ
ミ
ナ
ー
で

し
よ
う
し
た
カ
ー
ド



課題と見直し
• 建築基準法、消防法、など関係法律の影響（略）。

• 寄宿舎とした場合、グループホームを建てられない地域もある。

• グル―プホームの同一敷地内、近隣での集約化を見直そう。

例）1ユニット10人のグル―プホームを複数建設、隣接する生活介護等に通
わせている。隣接する生活介護で3食を提供。等々

• 自立生活援助は、事業になるが、論議は深めよう。

• 一元化で、サテライト型が誕生、地域移行相談等も含めて一人暮らしを支
える資源は増えることは歓迎！しかし、本人の自己決定を尊重し、障害支
援区分でグループホームの利用を制限するのは、やめるべきだ！

• 30年4月までに論議する行程

• 29年度中に報酬改定の論議が始まる。

• グル―プホームでの従事者による障害者虐待は各地で起こっている。氷
山の一角でないか！支援の見直し、不適切な支援をなくしていこう。



当学会では情報提供につとめています。
• ホームぺ―ジで、

•会員になって、メーリングリストに参加して情報交換ができます。

•実態調査を実施しています。成果はホームぺ―ジで公開しています。

•季刊 グル―プホーム を発行しています。

•新刊案内「障害のあるグル―プホームの設置・運営マニュアル・障害者総合
支援法最新対応版」 会場で税抜きで販売しています。

• 「スタッフ・世話人のためのグループホームの援助のポイント」も読んでみてく
ださい。

•熊本地震に関する支援に対して、調査を基に厚生労働省等に要望を出して
います。募金活動もしています。ご協力を！

•国保連2月のグル―プホーム利用者数は１０万１，５３４人

•介護サービス包括型 ８万５，２２６人、外部サービス利用型１万６，３０８人
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